
平成２６年度公共事業再評価諮問地区「継続」理由書等 

 

 （課名： 道路課 ） 

 

事 業 名 

（路河川等名）

道路改良事業 

一般国道 444 号(福富鹿島道路) 

継続理由 本工区は、有明海北部沿岸地域の都市間の交流や、重要港湾

三池港や有明佐賀空港といった広域交通拠点との連携を強化

する交流促進型道路である有明海沿岸道路の一部である。 

当初から事業の必要性・重要性は変わっておらず、費用対効

果の高さや、円滑な交通の確保による地域経済の発展等を勘案

し、引き続き事業を継続することとしたい。 

 

 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

【 便益 】 

・走行時間短縮便益 ＝３４０．０億円 

・走行費用短縮便益 ＝ ４１．５億円 

・交通事故減少便益 ＝  ９．２億円 

       合計 ＝３９０．７億円 

 

【 費用 】 

・事業費      ＝１２４．３億円 

・維持修繕費    ＝  ２．３億円 

       合計 ＝１２６．６億円 

 

 費用便益 Ｂ／Ｃ ＝３９０．７／１２６．６ 

          ＝ ３．１ 

 

備  考  
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様式２  

平成２６年度再評価対象事業    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

（対象：平成２１年度再評価実施事業） 

番号 項目 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由

対応方針 

(事業課案) 

８ 
 
 

再評価 
時点 
 
 

 
道路改良事業 
 
一般国道444号 
 (福富鹿島道路)
 
事業主体：県 
事業地：白石町 
 
 

有明海沿岸道路は有明海北部沿
岸地域を通り、福岡県大牟田市と
鹿島市を結ぶ延長約５５ｋｍの幹
線道路であり、平成６年１２月に
地域高規格道路の計画路線に指定
された。 
そのうち福富鹿島道路は、地域

間の交流支援とともに、曲線半径
１００ｍ以下の線形不良箇所が２
箇所存在し、交通事故が年平均３
０件発生している国道４４４号の
バイパス機能の役割も担ってい
る。 
本事業は、福富鹿島道路のうち

の鹿島市側から３．６ｋｍの区間
を施工するものである。 
有明海沿岸道路については、各市
町による期成会や協議会の設立、
要望活動が行われるなど、早期整
備が望まれている。 
 

 
全体事業費 約187億円
（暫定供用分） 
 
工期：H17～H35 
 
事業内容 
４車線バイパス 
暫定２車線施工  
 延長 Ｌ＝3.6ｋｍ 
 幅員 Ｗ＝10.5ｍ 
  
改良工 Ｌ＝3.6ｋｍ 
舗装工 Ｌ＝3.6ｋｍ 
橋梁工 Ｎ＝2基 
測試 １式 
用地補償 １式 

 

 
H20末進捗率 約1％
  （事業費ベース）
 
 
これまでに、測量・
調査・設計及び環境
影響評価の手続きを
実施してきている。
 
 

 
白石町遠江（国道444号） 
H 9交通量  9,083台/日 
H11交通量  9,003台/日 
H17交通量 10,180台/日 
 
 
・H18年度に隣接工区の佐賀
福富道路に工事着手してい
る。 
 
・H20年度に福岡県の大牟田
市から大川市までが開通。
 
・H24年度に新県立病院が開
院予定。 
 

 
環境アセスを実
施する中で、ル
ートを絞り込ん
だ現時点で概算
設計したとこ
ろ、軟弱地盤層
が厚く地盤改良
費が増加したこ
ともあり、費用
対効果算出にお
ける総費用が増
大した。 
 
当初：85億円 
現在：134.3億円 
 
B/C=2.3 

 

 
（コスト縮減） 
・本工区は、全線
軟弱地盤上に構
築することとな
るため、地盤特性
を的確に把握し
効率的な軟弱地
盤対策工法を選
定しコスト縮減
を図る。 
 
・他工事で発生す
る残土を本工事
の盛土等に流用
し、コスト縮減を
図る。 
 
（代替案の検討） 
・特になし 
 

 
準備・計画
段階で５年
が経過 
 
 

継 続 
 
（理由） 
 本工区は、有明海北
部沿岸地域の都市と
重要港湾三池港や有
明佐賀空港といった
交通拠点との連携を
強化する交流促進型
道路である有明海沿
岸道路の一部である。
当初から事業の必要
性・重要性は変わって
おらず、費用対効果の
高さや、円滑な交通の
確保による地域経済
の発展等を勘案し、引
き続き事業を継続す
ることとしたい。 
 

現時点 
 
 

 
同上 

有明海沿岸道路は有明海北部沿
岸地域を通り、福岡県大牟田市と
鹿島市を結ぶ計画路線延長約５５
ｋｍの幹線道路であり、平成６年
１２月に地域高規格道路の計画路
線に指定された。 
そのうち福富鹿島道路は、地域

間の交流支援とともに、曲線半径
１００ｍ以下の線形不良箇所が２
箇所存在し、交通事故が年平均５
０件発生している国道４４４号の
バイパス機能の役割も担い、移動
時間の短縮・定時制の確保、現道
の交通渋滞の緩和が期待される。 
本事業は、福富鹿島道路のうち

の鹿島市側から３．６ｋｍの区間
を施工するものである。 
有明海沿岸道路については、各

市町による期成会や協議会の設
立、要望活動が行われるなど、早
期整備が望まれている。 
 

 
全体事業費 約164億円
（暫定供用分） 
 
工期：H17～H35 
 
事業内容 
４車線バイパス 
暫定２車線施工  
 延長 Ｌ＝3.6ｋｍ 
 幅員 Ｗ＝10.5ｍ 
  
改良工 Ｌ＝3.6ｋｍ
舗装工 Ｌ＝3.6ｋｍ
橋梁工 Ｎ＝2基 
測試 １式 
用地補償 １式 

 

 
H25末進捗率 約2％
  （事業費ベース）
 
 
これまでに、測

量・調査・設計及び
環境影響評価の手続
きを実施してきてい
る。 
 

 
白石町遠江（国道444号） 
H 9交通量  9,083台/日 
H11交通量  9,003台/日 
H17交通量 10,180台/日 
H22交通量  9,627台/日 
 
・H18年度に隣接工区の佐賀
福富道路に工事着手してお
り、H26.9月現在嘉瀬南IC
～芦刈ICまでの約4.5ｋｍ
が自動車専用道路として開
通している。 
 
・H25.5月に佐賀県医療セン
ター好生館が開院してい
る。 
 
・福岡県側では、H26.9月現
在約19.3ｋｍが自動車専用
道路として開通している。
 

 
将来利用予測を
踏まえ、終点部
インターをコン
パクトな形状に
変更したことに
よる事業費の減
額 
 
当初：134.3億円 
現在：126.6億円 
 
B/C=3.1 

 

 
同上 

 
再評価実施
後5年経過
のため再評
価 
 
 

継 続 
 
（理由） 
 本工区は、有明海北
部沿岸地域の都市間
の交流や、重要港湾三
池港や有明佐賀空港
といった広域交通拠
点との連携を強化す
る交流促進型道路で
ある有明海沿岸道路
の一部である。当初か
ら事業の必要性・重要
性は変わっておらず、
費用対効果の高さや、
円滑な交通の確保に
よる地域経済の発展
等を勘案し、引き続き
事業を継続すること
としたい。 
 

理由等 
 

 
 

計画路線延長であることを明記、
交通事故件数の時点修正、整備効
果の追記（その他は変更なし） 

終点部インターアクセ
スランプ形状見直しに
よる全体事業費の修正
（その他変更なし） 
 

  B/C変更の主要
因を記載 
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